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【背景】 

実習を振り返り我々は対象者とコミュニケーション

をとることが難しいと感じた． 

大宮ら¹⁾はコミュニケーションは語り（ナラティブ）

を引き出す鍵になり，岡村ら²⁾は自己開示はラポール形

成に繋がると述べている．また小砂ら³⁾はナラティブス

ロープを用い視覚的に確認することがより深い語りを

引き出せたと述べている．これらのことから語りを終

えた対象者の感情の傾向を知ることは，ラポールの形

成に役立つと考えた．そこでナラティブスロープを用

いプラス面とマイナス面を話した時の感情の違いを明

らかにする． 

 

【対象および方法】 

大阪医療福祉専門学校に在籍する 20 代前後の学生

20 名（女性 12 名，男性 8 名）を無作為に各 10 名ずつ

プラス群とマイナス群に分け，ナラティブスロープを

実施しどのような感情を抱いたのかを伺う．その後，

語り終えた時の感情を気分調査票に記載し，５因子に

分類する．また自由記述の欄を設けた．検定方法はマ

ンホイットニーの U 検定を用い 2 群を比較する．倫理

的配慮として研究の目的・方法を説明し参加の任意性

や個人情報保護などの同意書を作成し署名を求めた． 

 

【結果】 

 マンホイットニーのU検定を用い 2群を比較した結

果,差は認められなかった．しかし平均値を比較した結

果,両群ともに「爽快感」が最も高く，平均値 15.67⁴⁾

に対しプラス群 19.4，マイナス群 21.5 であった（図 1）.

また，自由記述としてプラス群では「楽しかった」マ

イナス群では「すっきりした」という回答が多く見ら

れた． 

 

図1プラス群マイナス群の平均値の比較 

【考察】 

 ナラティブスロープを用い，プラス群・マイナス群

の 5 因子の差は見られないことから，気分の差はない

と考えられた．また，ナラティブスロープを用い視覚

的に確認しながらコミュニケーションをとったことで

より深い語りを引き出せ¹⁾， 爽快感にも繋がったと考

える．このことから，ナラティブスロープを用いて相

手の語りを引き出し、語りを傾聴することが必要であ

ると考える． 

 

【まとめ】 

 プラス面・マイナス面を話した時の感情の違いを明

らかにするためにナラティブスロープを用い，気分調

査票を実施した．プラス群・マイナス群に差はみられ

なかったが，両群ともに爽快感が高いことが分かった．

これらのことから，相手の語りを引き出したことが，

爽快感に繋がり，ラポールの形成に役立つと考える． 
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